だして 働いて いる、 わが 陸海 軍将 兵の ために 敬意 を 表 

していた のかと 思つ たんだが、 そうじゃなかった のか 

ね」 

「ええ、 敬礼 は 太陽に してい たんです。 …… がその 国 

境で 何 かあつ たんです か。 例の 国境 あらそいで、 世界 

一 の 陸 空軍 国で ある S 国と 小ぜリ あい をして いるって 

聞いて はい ましたが、 …… いよいよ 宣戦布告 をして 戦 

争で も 始めた のです か」 

く ち ゆき 

「さあ、 何ともい えない が、 とにかく 穏 かならぬ 雲 行 

まえ もつ いくさ 

だ。 それに これから は、 昔の 戦争の ように、 前以て 戦 

を 始めます ぞ という 宣戦布告 なんか あり やしないよ。 



S 国の 極東 軍と 来たら 数年 前の 調べに よっても、 たい 

ちゅうとん ぐん 

へんな 数で、 わが 中国 東北 部 駐屯 軍の 六 倍の 兵力 を 

国境に 集め、 飛行機 も 一千 台、 ことに 五 トンと いう 

たくさん 

沢山の 爆弾 を 積み こむ 力の ある 重爆撃機が、 数十 台 も 

こっち を 睨んで いる。 そしてい ざと いえば、 国境 を 越 

ま 

えて 時速 三百 キロの 速力で 日本へ やって来て 爆弾 を 撒 

きちら した 上、 ゆうゆうと 自国へ 帰って ゆく ことが 出 

来る。 実に 凄い やつ だ。 そんな 物凄い やつ を 遠い とこ 

ろから、 わざわざ 日本の 近くに もって 来て いるし、 軍 

隊を しきりに 国境 近くに 集め、 毎日の ように 中国 東北 

部 を おびやか している。 もう 宣戦布告 ぬきの 戦争が 始 



まっている ような もの だ。 お天気が 定まって くると 油 

断が ならない。 昔、 蒙古の 大 軍が 兵船 を 連ねて 日本に 

攻めて きた ときには、 はからずも 暴風雨に 遭って、 海 

もくず 

底の 藻屑に なって しまったが、 今日で はお 天気の 調べ 

がつ いている から、 暴風雨な ど を 避ける の は 訳の ない 

こと だ。 お天気の 続く ことが 分かったら、 いつやって 

来る か 知れない」 

「いや だな あ！ お天気 はもう 三日 も 続いて いるので 

すよ。 すると これ は危 いの かな。 ちっとも そんな 気 は 

しないの だけれ ど …… 」 

S 男はク ルリと 寝 泳に 移つ て 沖 を ふりかえ つ ていた _ 



しゅ ぼん ふく 

すると 今 も 夕日 は 朱 盆の ように 大きく 膨れた 顔 を、 水 

平 線の 上に 浸そうと いうと ころだった。 それ はいつ に 

変らぬ 平和な 入日だった。 旗 男に は 義兄が わざと 彼 を 

おどかす ためにい つ て いるよう に 思えて しょうがな 

かった。 

—— 義兄さん は 高射砲 隊長 だから、 き つ と S 国が 空 

襲して くる 夢ば かりみ ている のだろう。 —— 

と、 旗 男 は 腹の なかで、 義兄 を 気の毒に 思った の だ つ 

た。 —— 背の 立つ ところまで 来たらし く、 先頭の 義兄 

け なぎ さ 

は ヌック と 立ち あがる と、 波 を 蹴ち らしながら 汀の 

方へ 歩き だした。 



まで はすぐ だ つ た。 

すっかり 打 水 をした 広い 庭に 面した 八 畳の 間に、 立 

きょ 

派な 食卓が 出て いて、 子守の 清が ひとりで 番をして い 

た。 

「ああ、 咽喉が かわいた。 何よりも 西瓜 を はやく 出せ」 

義兄 は 洗い場で 身体 を 洗いながら 大声で 叫んだ。 ホ 

ホホ と、 お 勝手の 方で 姉の 露 子と 子守の 清の ほがらか 

に 笑う 声が した。 まったく 和やかな 光景だった。 旗 男 

も 知らぬ 間に 自分 ひとりで 笑って いるのに 気がついた。 

—— こんな 平和な 家庭、 こんな 平和な 国。 …… それ 

だのに、 遠く 離れた S 国の 爆撃機 をお それなければ な 



たの は、 斜に 立て かけて ある 長い 旗竿だった。 よし、 

すこし 長す ぎる けれど、 これ を 使って 加 藤 清 正の 虎 退 

治と ゆ， J う。 

おお み やり 

「うお— ッ、 大身の 槍 だぞォ …… 」 

いきなり 湯殿の 戸 を ガラリ と あける と、 旗 男 は 長い 

旗竿 を、 怪漢の 隠れて いる 井戸端の うしろへ 突き こん 

だ。 

「うわ— ッ」 

それが 図に あたって、 怪漢 は 隠れ場所から ピ ヨンと 

飛び あがった。 そしてな おも 逃げよう とすると ころ を、 

旗 男 は エイ エイと 懸声 をして、 旗竿の 嗆を 縦横に ふ 



国彦 中尉 は、 警官の 鼻の 先に、 その 茶色の 硝子 筒 を 

さしつけ なが 〔# 「さしつけ なが」 は ママ U いった。 

「ええ ッ、 コレラ 菌 ！」 

警官の 顔 は 見る見る ま つ さおに な つてい つた。 

「そうです。 この 死んだ 男 は、 敵国の スパイに 違い あ 

りません。 この 直 江津の 町に おそるべき コレラ を 流行 

させる ために、 これ を 持ち まわって 井戸の 中に 投げ こ 

ん でいた のです」 

「ああ、 すると コレラ 菌を 知らないで 飲んで しまった 

人 も ある わけ だ。 さあ 大変 …… 」 

警官 は 驚きの あまり よろよろ とした。 



「ああ、 うまい うまい。 旗 男 君、 どう だ」 

きれ 

旗 男 は 義兄の 自信に 感心しながら、 西瓜の 片を とり 

あげた。 そいつ はすて きに うまくて、 文字 どおり 頰っ 

ぺ たが 落ちる よう だ つ た。 

「義兄さん。 あの コレラ 菌を 持って いたの はや はり ス 

パイで しょうか」 

「ゥ ン、 立派な スパイ だ。 日本に まぎれこんで、 秘密 

を さぐって は 本国へ 知らせる スパイ も あれば、 あんな 

ふうに、 日本に 対して じかに 危害 を 加える スパイ も あ 

る」 

「いまの スパイ は S 国人です か」 



「いや 違う。 東洋人だった よ。 日本人 か、 他の 国の 人 

間 か、 いまに 警察と 憲兵隊と の 協力で わかる だろう。 

とにかく S 国人に 使われて いる やつ さ」 

「日本人 だったら、 僕 は 憤慨す るな あ。 しかし S 国と 

いうの は 悪魔の ような こと を 平気で やる 国です ね」 

「これまでの 戦争 は、 本国から 遠く 離れた 戦場で、 軍 

隊 同士が 戦う だけで よかった。 しかし これからの 戦争 

は、 軍隊 も 人民 も、 ともに 戦闘員 だ。 そして 戦場 は、 

遠く 離れた 大陸 や 太平洋 上 だけに あるので はなく、 君 

たちが 住んで いる 町 も 村 も 同じように 戦場なん だ。 だ 

から あんな ふうに スパイが 細菌 を 撒いたり、 それから 



「そうだ。 なんとも いえんが、 S 国の 爆撃機が 行動 を 

起した のか もしれ ない。 早ければ、 ここ 二、 三時 間の 

うちに 敵機が やってくる かもしれ ない」 

「ええ ッ、 本当です か。 たった 二、 三時 間のう ちに… 

〜」 

「距離が 遠い といっても、 〇〇〇〇 から 七 百 五十 キロ 

ばかり だ。 時速 三百 キロで、 まっすぐに くるなら 二 時 

間 半し かかから ぬ。 …… とにかく、 敵 もさる 者で、 全 

くの 不意 打ら しい ぞ」 

敵の 飛行隊の 根拠地から、 二 時間 半し かかから ない 

と 聞く と、 さすがに 距離の 近 さが ハツ キリ 頭に 入った 



ような 気がした。 

川 村 中尉 は、 露 子の 抱いて きた 正坊の 寝顔 を、 太い 

指先で ちょっと ついて みたが そのまま 起し もせず、 暗 

い 戸外に 出て いった。 西 空に は、 糸の ように 細い 新月 

が 冷たく 光って いた。 沼田 一等兵 はもう サイド • 力— 

の エンジン を かけて、 中尉の 乗る の をい まやお そしと 

待って いた。 

「待たせた なァ。 …… では 飛ばして くれい」 

爆々 たる 音響 を 残して、 サイド. 力— は 街道 を 矢の 

ように 走り さった。 目 ざして ゆく の はこの 直江津 から 

南へ 五 キロ ほどい つた 高 田 連隊の 高射砲 隊 だった。 



「本日 午後 八 時、 全国に 防空 令が くだされました。 そ 

の 目的 は、 S 国の 強力なる 空軍が、 わが 帝国 領土 内に 

てきぎ 

侵入 を 開始した のに 対し、 適宜の 防衛 を 行うた めで あ 

力 力ん 

ります。 皇軍の 各 部隊 は 既に それぞれ 勇猛 果敢なる 行 

動 を 起しました。 銃後に ある 忠勇なる 国民 諸君 も、 十 

分 沈着 元気に 協力 一致 せられて、 防護に 警備に、 はた 

ま うれ、， 

また その 業に つくされ、 もって 暴戻なる 外国 S 国軍の 

反撃に 奮励して いただきたい。 昭和 十 X 年 七月 二十 五 

日。 東部 防衛 司令官 陸軍 中将 香 取 龍 太郎」 

S 国 空軍！ いよいよ やって来 たか、 世界 第一 を 誇 

る その 悪魔 隊、 …… しかし 香 取 司令官の 声に は 何物 を 



れ ていた。 

川 村国彦 中尉 は、 その 第三 中隊長だった。 敵機 をう 

ち 落す 高射砲、 プロペラの 音に よって、 敵機の 位置 を 

さ が す 聴音機、 空 を 昼間の ように あかるく パッと 照ら 

す 照 空 灯な どが、 この 中隊に 附属して いた。 それら は 

川 村 中尉の 自慢の たねだった。 兵員と 機械と がまる で 

一人の 人間の 手足の ように、 うまく 動く ので あつたか 

ら。 

営 門 をく ぐるの も 遅し とば かり、 中尉 は サイド. 力— 

から 下りた。 そして、 いそぎ 足で、 連隊長の 室に 入つ 

た。 



「おお、 川 村 中尉 か」 

まき やま い す 

留守 連隊長の 牧山 大佐 は 椅子から 立ち あが つ た。 

「せっかくの 休暇が 台な しにな つたのう。 …… さあ、 

そ ， ，1 で 連隊 命令 を 伝える」 

川 村 中尉 は 不動の 姿勢で、 連隊長の 命令書 を 読む の 

を ま つ た。 

「第 〇 野戦 高射砲 隊ハ、 既定 計画 ニ基キ 陣地 ヲ占 領シ 

主 トシ テ高 田巿 附近 ノ 防空 二 任ゼン トス。 各 中隊 は 

すみ や かも じ ま やなぎし ま 

速力 二 出発 シ、 第一 中隊 ハ鴨島 二、 第二 中隊 ハ柳島 

二、 第三 中隊 ハ板倉 橋 附近 二、 陣地 ヲ 占領 スべ シ。 終」 

いよいよ 出動命令が 発せられ たので ある。 川 村 中尉 



告が 来た。 

「艦隊 ハ 午後 九 時 一 一十 分 北緯 四十 度 東経 百 三十 七度ノ 

洋上 二 於テ、 高度 約 二 千が ヲ 保チ、 南東 二 飛行 中ノ 

敵 超 重爆撃機 四機ヲ 発見 セリ、 直チニ 艦上 機 ヲ以テ 急 

追 攻撃 セシメ タルモ、 天暗ク 敵影 ヲ逸ス ルォソ レア リ」 

これで 敵機の 強さが わかった。 やはり S 国が 世界に 

誇る 超 重爆撃機 を もって 攻めて きたの だ。 それ は、 一 

台に すくなくとも 五 トンの 爆弾 を 積んで いる はず だ。 

爆弾に も いろいろ あるが 一 トンの 破 甲 弾なら、 十 階の 

鉄筋 コンク リ ー トの ビルディング も、 屋上から 一 階 ま 

で 抜けて メチ ヤメ チヤになる。 しかし 敵機の 持って く 



きた。 

「第 四 艦隊 発 警報。 II 敵ノ超 重爆撃機 二 機ヲ、 遂ニ 

ふん さ い 

南方 二見 失 エリ。 他 ノー 機ハ 高角砲 二 ヨリ 粉砕 シ、 他 

ノ 一 機ハ 海中 二 墜落 セシメ タリ。 本 艦隊 モ 駆逐艦 一 隻 

損傷 ヲ受ケ タリ」 

「超 重爆撃機 ニ機ヲ 南方 二見 失 エリ」 —— ああ、 それ 

ではい よいよ やって来る ぞ。 

おお、 憎むべき 空 魔！ 

その 空 魔 は、 いまや 刻一刻、 わが 海岸に 近づきつつ 

ある。 …… 



こ-つ さ 

それが、 やや 北寄りの 空に 三、 四条、 サ ー ッと 交叉し 

た。 

とたんに、 空中に 白墨で かいたよ うに まつ 白に 塗ら 

ふ る 

れた怪 影が あらわれた のだった。 —— 兵はブ ルンと 慄 

えた。 恐ろしい からで はない。 待ちに 待った 敵機 をつ 

いに とらえた からだ。 なんとも 奇怪な S 国 超 重爆撃機 

の 形！ 

ダダ ダダ— ン。 グヮ— ン、 グヮ— ン。 

照準 手が 合図 を 送る と、 砲手が 一 ィニゥ 三ィと 数え 

て 満身の 力 を こめて 引金 を 引いた のだった。 



ガン、 ガン、 ガン、 ガン。 

だいせんこう 

目が くらむ ような 大 閃光と ともに、 大地が 海の よう 

に ゆらいだ。 ものすごい 大 爆発！ まぢか も まぢか、 

聴音機の 大 ラッパが たちまち もげて 火柱の 間 を 縫うよ 

うに 吹き とんで ゆく。 それ を チラ リと 見た が …… 。 

r ゥゥ ー ン。 ば、 万歳！」 

悲痛な さけびごえ。 

それにしても、 ものすごい 狙 だ。 わが 部隊 をぶ つ 

つぶそう とて か、 破 甲 弾 を なげおとした のだった。 

「 …… 照準 第 一、 あわてるな ッ」 

どこから か、 川 村 中隊長の さけぶ 声が 響いて きた。 



「中隊長 どの、 平気の 平 左であります …… 」 

タダ ダダ— ン。 シュ— ッ。 ダダ ダダ— ン。 

勇猛なる 兵 は、 手足 を もがれても、 部署から 離れぬ。 

砲弾 は、 照 空 灯の 光の 柱 をお いつ づける。 もう 一 弾！ 

それ、 もう 一 弾！ 

ピカ ピカピ 力と、 空中に 奇妙な 閃光が 起る と 見る 間 

に、 ぶる ン ぶ るンと 異様な 空気 の 震動 —— と たんに 

パッと 咲いた 真 赤な 炎！ ぁッ という 間もなく メ ラメ 

ラと 燃え ひろがり、 クル クル クルと まわり だした。 

「うん、 命中 だ。 敵機 は 墜落す る ぞう！」 

「バ、 バン ザ 1 ィ」 



な つ て ゆく …… 。 

「火の 用心！ 火の 用心！ 皆さん 火に 気をつけて 下 

さい。 一 軒から 必ず 一 人ず つ 出て 警戒して いて 下さい 

よう。 いまの 三 箇所の 出火 は、 どうも これ も S 国の ス 

パ ィがゃ つ た 仕事です よう」 

「ナ 二、 S 国の スパイ」 

スパイ は、 だに のように しっこく、 この 直 江 津の町 

に 食いつ いている のだった。 なぜ、 この 小さい 港町が、 

スパイに ねらわれる のだろう。 同時に 三 箇所から 起つ 

た 火事と いうの も 不思 議だ つたが、 やがて 町の 人に は、 

その わけが わかる ときが 来た。 それ は 突然、 音 もな く 



かった の だ。 

焼夷弾の 防ぎ 方 を ハツ キリ 心得て いる 人が 少 かった 

ばかりに、 焼夷弾 を 全 町に くらった 直 江津の 町に は、 

敵機の 注文 どおりに 一 時に ドッと 火の手が あがった。 

行方 をく らました 一 機が 直 江津の 上空に しのびこん 

だので、 スパイ は 三 箇所に 火事 を 起して、 直 江 津の町 

が ここ だと 敵機に 知らせた わけだった。 だから 焼夷弾 

は、 町の 上に ちゃんと 正しく 落ちた。 

「姉さん、 逃げましょう J 

旗 男 は 火が 迫った の を 見て、 姉 をうな がした。 この 

とき 姉はゴ ソゴソ 押入 を 探して いた。 



あんた は 急いで 東京へ 帰って よ、 ね、 お願いす る わ」 

「ええ 」 

旗 男 もさつ きから、 そのこと を 心配して いたの だ。 

早く 帰らない と 申 分ない。 

そのと き 裏手から、 また 焼けつ くような 煙が ふきこ 

ん できた。 

「さ ァ、 姉さん、 はやく …… 」 

姉と 坊やと を 押し だすよう にして 庭へ とびおりた。 

そのと き 猛火 はもう 羽目板に 燃えう つ つ ていた。 

ひさし 

廂 からと いわず、 窓 からと い わず 息づ まるよう な 

ち ラ ち ■ つ 

黒 ST が濛々 と 渦 をまい て 追ってく る。 …… 旗 男 は 渡さ 



どこ を どう 逃げて きた か、 よく わからなかった。 と 

あぜみち 

にかく 気の ついた ときには、 旗 男 は、 まっくらな 畦 道 

を まるで 犬 かなん かの ように 四ン ばいに なり、 ハァハ 

ァ息を 切りながら 先 を 急いでい る 自分自身 を 見出した 

(なぜ、 僕 はこん なに 急いでい るの だろう？) 

そういう 疑いが、 ふと 彼の 頭の なか を 掠めた とき、 

彼 はとつ ぜん 気がついた。 今まで 何 をして いたの か、 

ハツ キリ はしない けれど、 とにかく、 焼け落ちた 家の 

下 じきにな つた はずの 姉と 正 坊の名 を、 あらんかぎり 



の 声 をし ぼって 呼び まわって いる 時、 救護 団の 人た ち 

が龃 けつけ たこと、 そのうち 逃げて くる 人波に 押しへ 

だ てられて しまった こと だけが 残って いた。 それから 

先、 どうして 逃げた かわからない。 

どうやら あまりの 惨事に、 しばらく 気が 変にな つ て 

いた ものら しい。 

(ああ、 姉さん ゃ正坊 はどうしたろう。 これ もみな、 

町の ひとたちが、 焼夷弾が 落ちたら どう すれば いい か 

を 知らなかった せいだ。 敵機 も 恐ろしい に は 違いない 

けれど、 防護 法 を 知っていたら こんなに はなら なかつ 

たであろう？) 



ばい をよ して、 二 本の 足で 立ち あがった。 

畦 道が おしまい になって、 暗いながら も、 火炎の 明 

る さで それと わかる 街道へ 出て きた。 

(これで や つ と 歩きよ くなる ) 

よろこ 

と 思って、 彼 は 悦びながら、 街道 を 歩き だした が、 

わずか 十メ— トル ほど ゆく と、 道路の 上に 倒れて いる 

人間に ド— ンと ぶっかった。 

(オヤ、 どうしたんだろう？) 

旗 男 は こわごわ 傍へ よってみ た。 道路の 上に 倒れて 

いる 人数 は、 一人 や 二人ではなかった。 誰もみ な、 身 

体 を つっぱらして 死んで いた。 そして、 いいあわせた 



れ こそ 地獄で 仏 さまに 会った 思，. だった。 鉄 造 は 横に 

座席 を あけて くれた。 

「どうも、 歩が 一 枚 足りない …… 」 

辻 村 氏 は、 腰掛の 下に はい こんで、 なくなった 駒 を 

さがしまわ つていた。 

「ああ、 うちの 赤ン坊 が、 手に もって、 しゃぶつ てい 

ましたよ」 

そうい つ て、 女が、 さっきの 騒 を まるで 忘れて しま つ 

たような 顔つきで、 将棋の駒 を 返して よこした。 車内 

はすつ かり 落ちつき を 取り かえして いた。 呑気な 将棋 

が、 救いの 神だった の だ。 



めた。 

一分、 二分、 三分 …… 。 今にも ホスゲン 瓦斯の 堆肥 

に 似た 臭が 鼻 をつ く かと 心配され たが、 四 分た ち、 五 

分た つても、 なんの 変った 臭 もして 来ず 呼吸 はふ だん 

と 変り なくた い へ ん楽 であ つ た。 

(ああ、 助かった！) 

室内の 誰もが、 自分の 胸のう ちで、 同じ 事 を 叫んだ。 

そうだ、 助った ので ある。 みんな は 恩人で ある 鍛冶屋 

の 大将の 方 を ふりむいた。 かの 大将 は、 急造の 防護 壜 

を 前に 並べて、 腕ぐ み をし、 大きな 鼻 を 豚の ように ブ 

ゥブゥ 鳴らして いた。 その 時だった。 後の 車 室の 方で、 



に 挿した。 

そうして おいて、 鍛冶屋の 大将 を 手本に して、 防毒 

壜を 口に くわえた。 それ は 奇妙な 格好だった。 だが 誰 

も 笑う 者はなかった。 尊い 勇士た ちの 出陣 だから …… _ 

後車へ 飛び こんで みると、 そのむ ごたら しさ は 筆紙 

につく されない ほど、 ひどかった。 とても、 ここに 書 

きしる す 勇気がない。 どうして そんなに ひどい ことに 

なった かとい うと、 結局、 その 車 室の 目 張が、 言訳 的 

にお そまつに して あり、 それ も 力 を 合わせず、 めいめ 

い 勝手に やった ための 失敗だった。 彼等 は、 毒 瓦斯 を 

あまりに も 馬鹿にして いたのだった。 



えたんだ よ」 

と 鉄 造 は 口の 上から 歯 を もみながら いった。 

「皆さん、 お 互に 今後 は、 せめて 直結 式の 巿民用 防毒 

面ぐ らい はもって いる ことにしましょう。 あれなら、 

^ J の 五倍 もも つ 。 今 くら いの 薄い ホス ゲ ン なら 五十 時 

間の 上、 大丈夫 だ」 

「そいつ は、 どの位 出せば 買える かね」 

「安い ものです よ。 たしか、 六、 七 円 だと 思った がね」 

「六、 七 円？ そり や 安い。 山 登 を 一 回 やめれば 買え 

るんだ」 

「僕 は、 さっき このお じさんに 教わった ように 炭と 綿 



と を 使って、 もっと 楽に 口につ けられる ような 防毒面 

を 自分で 作る よ。 断然、 その 方が 安いから な」 

「でも、 保つ 時間が 短い よ」 

「なァ に、 換えられる ような 式に して、 三つ か 四つ 炭 

と 綿の 入った 缶 を 用意して おけば いい じ やない か」 

「僕 は その上、 水中眼鏡 を かけて、 催涙 瓦斯 を 防げる 

ようにし ようかな」 

若い 人た ちの 間に は、 防毒面の 座談会が 始まった。 

同室の 人た ち は、 横から 熱心に それ を 聞いて いた。 そ 

してめ いめいの 心の中に 思った。 —— 

(今度 東京へ 帰ったら、 まつ 先に 防毒面 を 手に入れよ 



う …… ) と。 

それから 間もなく、 毒 瓦斯 地帯 を 無事に 通過す る こ 

とがで きた。 

しの い 

「篠ノ 井、 篠ノ井 …… 」 

と 駅夫の よぶ 声が 聞え てきた。 も う 毒 瓦斯が ない 証 

拠 だ。 窓 は 明け はな たれた。 そとから 涼しい、 そして 

林檎の ようにお いしい (と 感じた) 空気が ソョ ソョと 

入って きて、 乗客た ちに 生き返った 思 を させた。 

車内の 死者と 中毒 者と は、 この 篠ノ 井で おろした。 

おびた だ 

駅夫の 話に よると、 夥 しい 毒 瓦斯 弾のお 見舞 をう け 

た 長野巿 附近 は、 相当 ひどい ことにな つたら しかった。 



相当 ひどい 有様に なつ ている ことだろう という 気がし 

ていたが、 意外に も 帝都 は 針で ついた ほどの 傷 も 負つ 

ていなかった。 昨夜、 悪戦苦闘した 乗客た ち は、 何 だ 

か、 まだ 夢を見て いるので はない かとい う 気がして な 

ら なかった。 

だが 本当のと ころ、 帝都 は 昨夜、 遂に 敵機の 空襲 を 

迎えずに すんだ のであった。 帝都の 四周 を 守る 防空 飛 

行隊 と、 高射砲の 偉力と は、 ついに 敵機の 侵入 を 完全 

に 食いと める ことができた のだった。 

しかし、 世界 第 一 を 誇る S 国の 大空 軍 を 果してい つ 

まで も、 完全に 食い とめられる ものであろう か、 どう 



た。 そこに は 近代科学の あらゆる 粋 を あつめて 作った 

通信 設備 や 発電機 や 弾薬 や 食糧 や 戦闘 用兵 器な どが そ 

ろって いた。 

その 日の 午前中に、 各地からの 知らせが 集って きた。 

東部 防衛 司令官 香 取 中将 は 作戦 室の 正面に 厳然と 席 を 

かしま テ— ブル 

しめ、 鹿 島 参謀長 以下、 幕僚 を大 卓子の まわりに グル 

リと 集め、 秘策 をね つていた。 

「 …… さような 次第で ぁリ ますから …… 」 

と 参謀長 は 報告書 を 見ながら いった。 

「昨夜、 S 国の 空軍が 行いました 第一 回の 夜間 空襲 は、 

主として 〇〇 海 沿岸の 都市に 相当の 恐怖と 被害と を 与 



えました ようであります が、 遠征して まいった 敵の 超 

重爆撃機 は、 一 機 を のぞきまして ことごと くわが 高 射 

砲の ために 射 落されました。 その 損害 は、 そうとう 大 

なる ものであります」 

香 取 将軍 は 大きく うなずいた。 

「しかるに、 S 国 は その 痛手に は 一 向 参る 様子 もな く 

チ巿 にあら かじめ 待機 させて あった 超 重爆撃機 七十 機 

を、 〇〇〇〇 の 北方 ス巿に 移しました。 この 目的 はも 

ち ろん、 わが国 土 内に 深く 入り こんで 空襲 を やる ため 

であり ますが、 その 飛行場 出発 はいつ になります やら 

不明と 報道され ています。 とにかく、 これが 最も 恐る 



べき 相手であります」 

香 取 将軍 は、 また 大きく うなずいた。 そして 口 を 開 

いた。 

「又、 U 国の 有名な 空軍 も、 いま 〇〇〇〇 半島に 集つ 

ている そうじゃな。 S 国と U 国との 世界の 二 大空 軍が 

握手し そうな 様子に、 大分 心配して いるむ きも あるが 

本官 は、 それほど 憂慮 はして いない。 たとえ、 全世界 

の 空軍が 一 つに なっても、 戦争と なると、 おのずから 

順序が ある」 

と、 将軍の 太い 眉が ピクリ と 動いた。 

「さっき、 C 国の 局外中立 宣言 (どちらに もっかぬ と 



いう こと) が 一 両日 のびると いう 情報が 入りました。 

やはり 昨夜の 空襲が 原因して いるものと 見えます」 

と、 高級 副官が いった。 

「c 国の 態度 は なかなか 決まらんだろう。 決まらん と 

ころが あの 国の 国 がらな の だ。 日本が 強ければ、 日本 

にっこう とする し、 日本が 弱り かけた とみる と、 日本 

を 離れよう とする。 東洋の 平和の ために は、 わが 帝国 

がどうしても 強くなければ いけない のじ や」 

「閣下のお 言葉の 通りです、 C 国 はずい ぶん 優秀な 軍 

用 機 を もってい るのに、 はっきりした 行動 を とれない _ 

S 国 や U 国が 飛行 根拠地 を 貸せと いって 迫っても、 断 



る だけの 力がない のです。 あわれな 厄介な 国です ね」 

「わが 陸軍の 主力が ほとんど 〇〇 と C 国と にで かけて 

いるの も、 一つ はこの 弱い 国 を 正しく 導いて やって、 

東洋の 平和に 手 落な からしめ るた めだ。 平和 を 乱す 国 

などに、 むやみに 飛行 根拠地な ど を 借りられる ような 

ときには、 わが国 は、 代って 物 もい つて やらねば なら 

ぬ。 東洋に 於け る 帝国の 使命 は 実に 重い の だ」 

そのと き、 若い 大将 参謀が、 書類 を もって 入って き 

た。 

「司令官 閣下、 昨夜の 空襲に よって わが国 土のうけ ま 

したる 被害に ついて 御 報告いた します」 



ります。 破壊され たもの は 高射砲 一 門、 聴音機 一 台で 

あります。 他に 照 空 灯、 聴音機 等 若干の 損害 を 受け ま 

したが、 爾後の 戦闘に は、 支障な き 程度で ございます」 

「軍隊 以外の 死傷 は」 

「死者 約 七十 名、 重傷者 約 二百 名、 生死 不明 者 約 千 名 

であります。 この 原因 はお もに 混乱に よる もので、 大 

部分 は 避難 中、 度 を 失った 群衆の ようであります」 

「ゥ ン、 恐るべき は 爆弾で もな く 毒 瓦斯で もない。 最 

りゅうげんひご 

も 恐ろし いのは、 かるがるしく 流言 蜚語 (根の ない う 

わさ) を 信じ、 あわてふためいて 騒ぎ まわる こと だ。 

国民 はも つ と 冷静に して 落ちつく ベ きで ある」 



「は ッ、 閣下の 仰せの 通りであります。 …… 圧しつ ぶ 

されて 死んだ 者に ついで、 死者の 多かった の は 毒 瓦斯 

に やられた 者で、 約 二十 名。 これ はふ だんから、 毒 瓦 

斯とは どんな もの か、 どう すれば 防ぐ ことができ るか 

をよ く 心得て おかなかった ためだと 存じます …… 」 

そのと き、 通信 係の 曹長が、 いそぎ 足で 部屋に 入つ 

てきた。 

「お 話中で ございま すが、 司令官 閣下、 只今、 T 三 号 

の 受信機に 至急 呼 出 信号 を 感じました。 秘密 第 十 区 か 

あて 

ら の 司令官 宛 の 秘密 電 話であります」 



ものだった。 これから 世界一 を 誇る S 国 空軍の 強襲 を 

うけよう という 場合 にもかかわらず、 平然と、 いつも 

のよう な 冗談 を いいあう ほど、 くそおちつきに 落着い 

ていた。 

神 崎 分団 長 は、 そこで 把 をき めて、 命令 を 発した。 

少年 達 を 召集して、 警護、 警報、 交通整理、 避難所 管 

理の各 班に 分 属させる こと、 救護班、 防火 班、 防毒 班、 

工作 班 は 大人が やる こと …… 、 これで やっと 分団 長の 

気 は 楽に なった。 

「ォ ゥ、 分団 長 はいます かァ …… 」 

と、 自転車で 蚯 けつけ てきた の は、 警報 班長の 



いと 思った が、 もう 大丈夫だろう な」 

r ゥン、 大丈夫！ ゥンと 活動す るぞ、 おれ は 外で 働 

き、 家の 方 は 女房 を 防護 主任に してやらせる」 

がぜん 

「鉄さん のお かげで、 わが 防護 団は 俄然 強くな つた。 

さあ、 二人で 握手し ろ」 

分団 長 は、 二人の 手 をと つて にぎらせた。 

「あ ッまッ まッ」 

「大いに やる ッ。 ハツ ハツ ハツ ハツ」 

日没と ともに、 警報 班の 灯火管制 係の 活動 は、 目に 

見えて 活発に なって きた。 なかで も 鍛冶屋の 大将の 息 

むこ うづち 

子で、 いつも 少年ながら 父親の 向鎚 をう つてい る 



も-つり もとな リ 

昔、 毛 利 元 就 は 三本の 矢 を 一度に 折る ことのむ つか 

しい ことから、 協力の 大事な こと を 説いた が、 いま 少 

年た ち は、 五 人で 力 を 合わし さえ すれば、 大人が やつ 

とか つげる ような 重い 梯子 もらく らくと 運べ、 大人が 

やる よりも、 遥かに 多くの 街灯 を はるかに はやく 消し 

て あるく ことので きる の を 知った の だ。 

帝都に はまった く 夜のと ばりが 下りた。 

そば 屋の掛 看板に も 灯が 消えた。 町の ネオン • サイ 

ンも ついていない。 自動車の ヘッドライトに は、 紫と 

黒との 二重の 布が かぶせられた。 飛行 将校の 話に よる 

と、 夜間 飛行で も かなり 低空に くだって くると、 地上 



で 吸つ ている タバ コ の 火が ハ ッ キリと 見える こと さえ 

あるそう だ。 懐中電灯 にも、 被， - がいる。 上から 直接 

見える 火 は、 ことに 用心 しないと いけない。 

午後 八 時 十五 分！ 突如と して、 ラジオが 鳴り だし 

た。 

「東部 防衛 司令部 で す。 只今 警報が 発せ られる 模様で 

あります 」 

昨日から、 中 内 アナ ゥンサ ー は、 おおわらわの 奮闘 

だった。 五 百万の 巿民 は、 このな じみ 深い アナ ゥン 

サ ー が、 いま 何 を 告げよう とする のかと、 胸お どらせ 

ながら、 拡声器の 前に 集って きた。 



「これ ァ、 いよいよ S 国の 超 重爆が 攻めて きたんです 

よ」 

「さあ、 これ は 大変 だ。 うち じ や 防毒 室の 眼 張の 糊が 

まだ かわいて いないので」 

「なぜ、 もっと 早く こしらえな かったん だい」 

「それが、 あわてて いるもの だから、 糊 を 作ろうと 思つ 

て、 鍋 を 火に かけて はこが し、 かけて はこが し、 とう 

とう 三べ んゃリ 直した」 

「それで、 今度 は 出来た かい」 

「ところが、 やっぱり 駄目、 仕方がな いから 冷 飯 を 手 

で ベタ ベタ 塗つ たんだが、 つばきが ついている せいか 



ともゆき とどいた 灯火管制の やり方 だ。 そういう 人 は 

非国民 どころ か、 甲の 上の 模範 国民 だ、 そうだろ うが 

…：- J 

非国民と 悪口 をい つた 靴屋のお じさんが、 模範 国民 

だと 聞かされて、 少年た ち は 眼をパ チクリ。 どうして、 

靴屋のお じさんに あやまろうかと、 小さい 頭 を 寄せて 

さ さ や 

コソ コソ 囁いて いたが、 やがて、 一人の 少年が 一番 前 

に 出て、 直立不動の 姿勢 をと ると、 両手 を あげて 大声 

で 叫んだ。 

「甲の 上の、 靴屋のお じさんと おばさん、 バン ザ— ィ」 

「うわ ー ッ、 バン ザ ー ィ。 バン ザ— ィ」 



孝行の 防毒 室 



防空 飛行隊の 強行 偵察の かい もな く、 帝国 領土 内に 

侵入した と 思われた 敵機の 行方 は つ いにわから なく 

なって しまった。 防衛 司令部へ は 「敵機 ヲ 発見 セズ」 

という 報告ば かりが 集って きた。 各地の 監視 哨か らも、 

なんの 新しい 報告 も 入って こない。 - I 帝都の 附近 は、 

午後 十 一 時に な つ て、 ひとまず 非常 管制が 解かれた。 

「空襲警報 解除！ 只今より 警戒 管制！」 

こんな 夜 更に、 睡リ もやらぬ 少年団 は、 命令一下、 



まっくらな 町 を、 寺の 塀 外 を、 そして また 溝板の なる 

横町 を、 メガホン を 口に あて 大声で 知らせて 歩いた。 

警戒 管制に 入った ので、 町 は 少し 明るくな つて、 住 

そせ ハ おも、 > 

民た ち は 蘇生の 思だった。 防護の 人々 は、 交替に 休 

むこと になった。 

どこから ともなく、 ホカホ 力と 湯気の 立つ 握飯が 運 

ばれて きた。 大きな 西瓜 を かつぎこんで くる 紳士 も 

あった。 少年た ち を、 それぞれ 家に 帰らせよ うとした 

が、 なかには どうしても 帰らないで、 この 天幕の 隅で 

寝る という がんばり 屋 もあった。 とにかく 帝都の 町々 

は、 ちょっと、 ひといき ついた という 形だった。 



みれば よい。 

窒息 性の ホスゲン は 堆肥く さく、 催涙 性の クロル - 

こしょう 

ピ クリン はッ ー ンと 胡椒く さく、 糜爛性の ィぺ リット 

は 芥子く さいから、 瓦斯の あるな しはすぐ わかる の だ _ 

「お父さん も、 お母さん も、 もう 安心です よ。 すつ か 

り 防毒 室が 出来ました」 

両親 は 旗 男た ちの 働き を、 病床から 涙 を だして 喜ん 

だ。 旗 男の 旅行で、 遅れて いた 家庭の 防護 設備 も、 兄 

弟の 協力で どこの 家に も 負けない くらい 堅固に 出来 あ 

がった。 

三人の 兄弟 は、 にわかに 腹が ド カンと へった のを覚 



えた。 そこへ、 お手伝いのお 花さん が 山の ように 握飯 

を もって 入って きた。 三人 は ゥヮ— といって、 まわり 

から 手 を 出した。 

「ああ、 おいしい」 

「町の 防護 団 でも、 いま、 おにぎり を 食べて いますの 

UJ ホホ ホ才」 

お手伝いさん は 笑って つげた。 

夜 は、 不安 をみ なぎら せた まま、 だんだんと 更けて 

いった。 ひどく 蒸 暑 い 夜 だ つ た。 

防護 団は 時間 をき つて、 警戒 員 を 交替 させた。 衛生 

材料が いっぱい つまった 赤い 十字の ついた 大きな 箱が 



こ-つ 4PU 

驚いた の は、 その 飛行機の 形 だ。 まるで 蝙蝠 を 引きの 

ばした ような、 見る からに 悪魔の 化身の ような 姿！ 

長い こと 飛行機 は 見て くらした が、 こんな 飛行機 を 見 

たの は、 後に も 先に もた つたい まが 始めて …… 。 

「あ ッ、 これ ァ 大変 だ— …… 起きろ 起きろ、 みんな！ 

妙な 飛行機が 通って いる ぞう！」 

磯吉 は ドン ドン 足 を 踏みならしながら、 大声で 呼ば 

わった。 その 音に、 漁夫た ち は、 下から 裸の まま ゾロ 

ゾ 口と 龃 けだして きた。 

「あ ッ、 これ はいけ ねえ」 

と 叫んだ の は、 昨年 航空隊から 除隊して 来た 太郎八 



という 若者だった。 

「 …… 変な ところ を 飛んで いるが、 これ は 確かに S 国 

の 超 重爆撃機 だ。 …… さあ 早く、 これ を 〇〇 無線局に 

知らせ なきや ァ」 

敵機の 大 集団き たる！ この 鮪 船からの 警報 は、 そ 

れ から 数 分の のちに、 〇〇 無線局 を 経て 東部 防衛 司令 

部に 達した。 —— 

「〇〇 無線局 発。 午前 五 時 十五 分、 北緯 三十 六 度 東経 

百 四十 三度 ノ 海上 二 アル 茨城県 湊町 在籍 ノ鮪船 第 一 

ダイ トク マル 

大徳 丸ハ 有力 ナル S 国 軍用機 ノ大 編隊 ヲ 発見 ス、 高度 

約 二 千メ— トル、 進路 ハ 西南西。 超 重爆撃機 九 機 ヨリ 



ナル 爆撃 編隊 七隊 ナリ。 以上」 

超 重爆 六十 三 機の 一 大 爆撃 編隊の 強襲 だ！ 

防衛 司令部 は、 俄かに 活 気づいた。 

警報の 用意が 命ぜられた。 

五 百 キロの 海上 だと すれば、 あと 二 時間 位で 帝都の 

上空に 達する はずだった。 海上の 防空 監視 はむ つかし 

.ヽ o 
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この 発見が もうす こし 遅 か つ たら、 どうな つたろう。 

思っても 冷汗が 流れる。 

用意 は 出来た。 

香 取 司令官 は、 厳然として 「空襲警報」 を 下命した。 



「 … … 空襲警報 … … 空襲警報が 発せら れ ました。 敵機 

は 約 一 一時間以内に 帝都 上空に 現れる ものと 見られます。 

ぁッ …… 、 ただ今、 防衛 司令官から 諭告が 発せられる 

模様であります。 …… 香 取 閣下 を 御 紹介いた します」 

それに つづいて、 香 取 将軍の 重々 しい 声が 響いて き 

た。 

「私 は 香 取 中将であります。 先程の 発表に ありました 

る ごとく、 有力なる S 国 爆撃機 隊は 太平洋 上よ リ刻ー 

刻、 帝国 本土に 接近しつつ あります。 本官 は 既に 防衛 

諸 部隊に 命じ、 虐 非道の 敵隊の 撃滅 を 期して おります。 

さりながら 悪運の つよき 敵機の 一 部が、 本土 内に 潜入 



さきに、 太平洋の 鮪 船から 発した 「敵機 見ュ …… 」 

の 警報に あつたと おり、 S 国の 日本 空襲 部隊 は、 超 重 

爆撃機 九 機より なる 編隊 を、 次々 に 連ねて、 東京へ 東 

京へ と、 爆音 もの 凄く 進撃 をつ づけた のであった。 

わが 防空 監視船 の 警報 は、 あとからあとから 防衛 司 

令 部へ とどいた。 

「爆撃機 ハ 九機ノ 編隊 七箇 ヨリ ナル」 

「爆撃 編隊 ハ 高度 約 二 千メ— トル、 針路 ハ 真西 ナリ」 

「針路 ヲ 西南西 ニ変ジ タリ」 

「只今 上空 ヲ 通過 中 ナリ」 

こうして S 国の 空襲 隊の 様子 は、 手に とる ように わ 



笑って、 

「さあ、 これから いよいよ 日本 帝国 を 亡ぼし、 東洋 全 

おの 

土 を わが S 国 植民地と する その 最初の 斧 を ふりおろす 

の だ。 ああ、 愉快！」 

と、 航空 地図 上の 日本 本土の 横腹に、 赤 鉛筆で 大き 

な 矢印 を 描き、 更に 日附と 自分の サイン を 誇らしげ に 

書き いれた。 

空中の 地獄 



空襲して 来た 敵機 隊 との 最初の 空中戦 は、 铫子 海岸 

を 東へ 去る こと 五十 キロの 海原の 上空で 始まった。 I 

I 志津 飛行隊に 属する 戦闘機 隊が、 敵の 第 一 編隊 を 強 

襲した のだった。 …… 

つづいて、 その 南方の 海面の 上空で、 谷 沢 飛行隊と、 

敵の 第二 編隊と が 出合い、 ここで もまた 物凄い 地獄 絵 

巻が くりひろげられ ていった。 

グヮ ー ン、 グヮ ー ン とうなる 敵の 機関 砲。 

ヒュ— ン といな ないて は 宙返り をう ち、 ダ ダダダ 

ダ ー ンと、 敵機に いどみ かかる わが 防空 戦闘機。 



まぎれ もな く、 なじみ 深い 中 内 アナ ゥンサ —の 声 …… _ 

「 …… 以上 申し上げました ような わけで、 S 国 空軍の 

三 機 も わが 勇猛 果敢なる 防空 飛行隊、 高射砲 隊 によ つ 

てつい にと どめ を剌 されました。 太平洋に 逃げた もの 

は、 なお 追撃 中で ございま すが、 これ はもう 燃料 も あ 

まりあ リ ません ので、 その 最期の ほど は 知れて おり ま 

す。 とにかく 今回の 大空 襲で、 帝都の 被害が 案外す く 

たまもの 

なかった の は、 平素からの 防空 訓練の 賜 である こと 

は 明かであります。 東京 は 只今、 二、 三 火災の 所 は あ 

ります が、 一 体に 静穏であります。 防護 団 にある と 家 

庭に あると を 問わず、 この 防空 第一線 を 死守され まし 



た 皆様に、 衷心から 敬意 を 表して 放送 を 終ります。 

JOAKJ 

「あ ッ！」 

旗 男 は あまりの 嬉し さに、 しばらく は 口 もき けな 

かった。 

ああ、 ついに S 国の 日本 空襲 部隊 は、 わが 防衛 軍の 

ため 全滅され て しまったの だ。 

しかも、 空襲の 損害 は 意外に 小さい もの だとい う。 

これ を 聞いたら、 敵国の 将兵 は 口惜し 涙に くれる だろ 

、つ。 

それ だのに、 これ は 何とい うこと だ …… かの 自動車 



年に よって あばかれ、 防護 団員に 縛り あげられ てし 

まった。 団員 は 大喜びだった。 その上、 敵の 空襲 部隊 

が 全滅した という ラジオ. ニュ— スを旗 男から 聞いた 

ので、 防護 団員 は、 その 場に 躍り あがって 喜んだ。 そ 

して 一 斉に 万歳 を 唱えた。 

ああ 遂に、 帝都 は 救われた。 大日 本 帝国の 危機 は遂 

に 救われた の だ。 

それから 三日して、 旗 男のと ころに は 二つの 大きな 

うちょうてん 

快報が 舞い こんで、 彼 を 有頂天に させた。 

一 つ は、 直 江 津の姉 露 子と 可愛い 正坊 が、 無事にた 



すかって、 今 は 小学校の 避難所に 収容され ている とい 

う 手紙が 届いた ことだった。 

「姉さんと 正坊、 万歳！」 

それからもう 一 つの 快報 は、 わが 精鋭なる 爆撃 隊が、 

突如 S 国に 侵入し、 やがて、 第二の 日本 大空 襲 を 準備 

しつ つあった 敵の 空軍 根拠地 を 散々 にやつ つけて し 

まった ことだった。 S 国 は、 この 勇猛なる 爆撃の ため、 

再び 日本 空襲 をす る 力 を 全く 失って しまった。 また S 

国の 参謀本部の 中に も、 日本人の 防空 訓練の 行きと ど 

いている こと を あげて、 たとい 何百 機の 爆撃機が あろ 

うと も、 この 上、 日本 を 空襲す る こと は 無駄で あると 



底本" 「海 野 十三 全集 第 4 巻 十八 時の 音楽 浴」 三 一 

書房 

1989 (平成 元) 年 7 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「少年 倶楽部」 別冊付録、 大日 本 雄弁 会 講談社 

1936 (昭和：：：) 年 7 月 

入力 .. 

校正 ： 土屋隆 

2 o o 5 年 8 月 U 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(httD://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



